
前々回第 回は中止、前回第 回集会はコロナ禍、 県本部１社保労連
人の仲間が 有明（東京都）に結集した。↑写真は、第 回山中湖

での集会で、 県本部１社保労連 単組、 人（青年 人・女
性 人）が結集し、全国の仲間と運動交流を行った。

第

回
自
治
労
青
年
女

性
中
央
大
交
流
集
会
を
６
月

日
㈮
～

日
㈰
に
、
山

梨
県
山
中
湖
村
で
開
催
し
ま

す
。

第 １ 号

2024年３月15日 

ま
し
た
。

自
治
体
職
場
で
働
く
労
働

者
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
限
ら

れ
た
人
員
や
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
で
一
生
懸
命
働
か
さ

れ
る
な
ど
、
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
交
流
集
会
運
動
を
と
お

し
て
、
「
職
場
で
の
会
話
が
少

な
く
な
り
、
自
ら
の
権
利
行
使

を
た
め
ら
っ
て
い
る
」
こ
と

や
、
「
財
政
状
況
を
理
由
に
自

ら
の
賃
金
要
求
、
時
間
外
申
請

を
控
え
て
し
ま
う
」
等
の
抱
え

て
い
る
課
題
が
共
有
さ
れ
、
具

体
的
な
改
善
の
運
動
実
践
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し

て
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
・
地
域
・
社
会
を
め
ざ

し
、
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し

い
と
声
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
全
県
本
部
・
単
組

か
ら
多
く
の
仲
間
の
運
動
を

持
ち
寄
り
、
第

回
自
治
労
青

年
女
性
中
央
大
交
流
集
会
に

結
集
し
て
交
流
し
、
ま
な
び
あ

い
ま
し
ょ
う
。

６月 ～ 日

山中湖

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
５
類
に
移
行
し
行
動

制
限
が
な
く
な
っ
た
今
回
は
、

６
年
ぶ
り
に
山
中
湖
村
に
て

中
央
大
交
流
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
暑
さ
対
策
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
７
月
に
開
催
し

て
い
た
時
期
を
６
月
に
早
め

て
開
催
し
ま
す
。

交
流
集
会
運
動
は
、
仲
間
の

働
き
方
や
生
活
実
態
と
単
組

や
県
本
部
の
取
り
組
み
を
交

流
し
、
ま
な
び
あ
い
、
拡
げ
て

い
く
た
め
に
続
け
ら
れ
て
き

第 回自治労青年女性中央交流集会

本部実行委員会体制
■実行委員長

石上 千博（中央執行委員長）
■実行委員長代行
木村 ひとみ（中央副執行委員長）

■副実行委員長
川辺 由利（女性部長）

■事務局長
兒玉 聖史（青年部長）

■事務局次長
内田 尚子（女性部副部長）
松長 拓朗（青年部副部長）

■常任実行委員
青年部・女性部常任委員

■実行委員
各県本部青年部長・女性部長

一人ひとりの実践につながる集会へ

各県本部で実行委員会体制の確立を
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■副実行委員長
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■事務局長
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■事務局次長
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松長 拓朗（青年部副部長）

■常任実行委員
青年部・女性部常任委員

■実行委員
各県本部青年部長・女性部長

一人ひとりの実践につながる集会へ

各県本部で実行委員会体制の確立を

か
、
深
堀
り
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

座
長
の
役
割
は
分
散
会
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
い
等

の
心
構
え
を
学
び
、
参
加
者

か
ら
は
、
「
盛
り
上
が
ら
な

く
て
失
敗
だ
と
感
じ
て
い
た

が
そ
う
で
は
な
い
と
気
づ

け
、
安
心
し
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

５
県
本
部
５
人
が
参
加

し
、
教
宣
紙
作
成
に
取
り
組

み
、
限
ら
れ
た
字
数
で
集
会

か
ら
得
た
ま
な
び
や
気
づ
き

を
ど
う
伝
え
る
の
か
等
の
視

点
を
学
び
ま
し
た
。
「
単
組

で
教
宣
紙
を
作
り
た
い
」
と

の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

３
県
本
部
３
人
の
仲
間
が

参
加
し
、
労
働
歌
の
意
義
と

し
て
「
働
い
て
い
る
実
態
や

生
活
に
共
感
し
、
た
た
か
お

う
と
士
気
を
高
め
る
」
視
点

を
学
び
、
既
存
の
労
働
歌
の

替
え
歌
を
作
り
、
職
場
実
態

を
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

開
会
集
会
で
は
、
兒
玉
青

年
部
長
か
ら
基
調
提
起
が
あ

り
ま
し
た
。
「
私
た
ち
労
働

者
に
と
っ
て
大
切
な
賃
金
や

働
き
や
す
い
環
境
に
つ
い
て

は
、
資
本
当
局
側
か
ら
み
れ

ば
人
件
費
や
環
境
整
備
の
た

め
の
コ
ス
ト
で
す
。
コ
ス
ト

を
安
く
し
た
い
資
本
当
局
側

と
、
１
円
で
も
高
い
賃
金
が

欲
し
い
労
働
者
側
の
利
害
は

必
ず
対
立
し
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
働
き
や
す
い
環
境
や

賃
金
は
私
た
ち
労
働
者
が
自

ら
声
を
上
げ
な
く
て
は
変
わ

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
分
散
会
討
論

で
職
場
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
「
『
お
か
し
い
こ
と
は

お
か
し
い
』
と
声
を
上
げ
よ

う
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

座
長
養
成
講
座
で
は
、
分

散
会
討
論
を
通
じ
て
職
場
に

潜
む
問
題
点
に
つ
い
て
深
堀

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
分

散
会
を
行
い
ま
し
た
。
仲
間

と
生
活
職
場
実
態
を
話
し
、

愚
痴
や
不
満
が
出
る
中
で
、

そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の

か
を
「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
」

と
参
加
者
に
問
い
か
け
、
根

本
の
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
の

自
治
労
青
年
部
・
女
性
部
は
、
３
月
１
～
３
日
に
自
治
労

会
館
に
て
「
座
長
・
音
楽
活
動
家
・
教
宣
担
当
者
養
成
講
座
」

を
開
催
し
、

県
本
部

人
（
う
ち
女
性

人
）
の
仲
間
が

結
集
し
ま
し
た
。
６
月
に
開
催
さ
れ
る
第

回
自
治
労
青
年

女
性
中
央
大
交
流
集
会
の
成
功
に
む
け
て
、
分
散
会
討
論
の

実
践
や
労
働
歌
、
教
宣
紙
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

中央交のような交流集会運動では、事前事後の取り組みが重要です。 

参加者が持ち寄った自分たちの運動を多くの仲間と交流し、そこから得られた学びを今後 

の運動に活かしていくためには、ただ参加するだけでなく、これまでの運動の総括（振り返 

り）や、持ち帰ったものを県内や単組でどう広げていくかが重要です。まずは中央交に向け 

て、事前の取り組みを各県実行委員会で進めていきましょう。 

○取り組み例 （中央交から７月末～確定期へ） 

県本部…事後集会を開催し、参加者の学びを

県内で共有。実行委員会ニュースの作成、新た

な取り組みの企画など。  

単組・ブロック…参加者による報告会の開催、

教宣紙での報告。学びを職場・単組で実践へ。 

○取り組み例 （春闘期 ３月から中央交まで） 

県本部…単組オルグの実施や単組の課題や権

利・賃金実態を集約。中央交にむけた事前集会の

実施。実行委員会ニュースの作成など。 

単組・ブロック…青年部・女性部オルグの実施（単

組実態の把握）。学習会の開催など。 

下記を参考に、各県本部・ブロック・単組で取り組んでみましょう。 

川辺女性部長

▲基調提起をする兒玉青年部長
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